
耕畜連携、低コスト、省力、イネ、ムギ、大豆、菜の花、自給率向上、持続的循環型農業

期待される成果・波及効果

　大豆・小麦・飼料用米の自給率が低く、食料を国外からの輸入に依存している我が国において、食料
自給率の向上に貢献できる。また、飼料イネや家畜ふん堆肥を有効に活用することによって、国外飼料
や高騰する化学肥料に依存しない低コスト農業生産が可能になる。さらに、水稲栽培に導入する乾田直
播栽培は苗の育成が不要になることから、低コスト・省力化が期待できる。秋田県は家畜資源や土地利
用型作物資源も豊富であり、全国に先駆けた研究が可能である。特に、秋田県立大学フィールド教育研
究センターには畜産、水稲、畑作物部門が整備されていることから、本研究には最適な環境である。
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研究の独自性・アピール点

　これまでの研究は、作物を中心とした田畑輪換体系を対象にしており、畜産および菜の花などのエネ
ルギー創出作物と結合させた研究は行われてこなかった。本研究では、主にイネ・大豆・ムギ・菜の花
の低コスト省力栽培と畜産の結合に視点を置く。これにより、農地を最大限に利用した多収・高品質穀
物生産と畜産・菜の花の連携による持続的循環型農業体系を全国に先駆けて確立できる。
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